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井(599.1㎜)でテストされ3層のガス層を確認してい

る･400㎜層は4,900測畠/D750狐層は黛互工｡o狐豊/D

800㎜層は820～830㎜855～857㎜887～898賊の3ガ

ス層からなり815.9～841.3蛾間のDぶTは4工呈35!が/

Dを示しこれをアンカｰ仕上げしてビｰン11で9,300

m3/Dの成功丼とした,その他新冠背斜はすでに知ら

れているように非常にガスの多い構造で泥火山の存在

でも有名である.

あとが害

紙数の関係で道央地区の概略を述べるに止まったが

北海道の石油についてほ未探査地域や探査不十分の地帯

カミたくさん残されており従来の実績をもってその価値

をきめることはまことに早計であり構造性天然ガスに

ついては今まさに開発の軌道に乗らんとしている所で

あってきわめて近い将来はその真価が明らか1こされ

るであろう､

(筆者は北海道立地下繋源責囎養所)

瀬谷清

地質調査所による北海道における物理探査溝の適用は

現存する資料によれば昭和13年勇払郡安平村で実施さ

れた電気探鉱およびほとんど同時紀国富鉱山で行なわ

れ花電氣探鉱炉初めでありその後石油1石炭1金属

などの各種鉱床を対象とした種々の物理探査か行なわれ

ている｡この種の調査はとくは戦後において活発に行

なわれており新鋭の測定機器を駆使した質的にも高石狩炭田地区およびその周辺においては戦前から地震

度の調査がだされている｡文末の調査研究一覧を通観探査や重力探査が清発に行なわれており豊蜜匁各種資

して分ることは石狩炭田およびその周辺地域の開発調料カミ存在している､たとえば第1図は音江山地域に

査研究添圧倒的に多いことである.このような事涛は隣接する石狩平野北部で行なわれた重力探査の結果およ

巨
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1燃竈､晒＼㌔､側1H棚閉11

州}幽絃山｡㎞島1

第1図北都石狩平野で実弟2図滝川棚齢地γ構造図(蜷川･国中)速度層と地質屈序との対比

施された重力深査および地2650m/sec:瀞寺劇蝿雛玉8⑪⑪㎜/冒㏄～2050m/s㏄:蜘羽系220〔㎞/､､｡､湖■1統

麟査(物理探鉱技術協会･1･･m/…:機蹄餓鮒⑰mノ…～･…m/…:川端統･…㎜/…～･･㎞/｡｡｡:榊統｡｡｡｡m/､､､､先第三系

10周年記念要覧から)

現在でも変っていない.すなわち物理探査部では

特別研究｢原料炭閏周辺の地質学的総合調査研究｣の一

環として昭秘9年度より音江山地域において地震探

査を継続実施しており濠た経常研究｢石炭調査研究J

に為いても音江山地域を含む広域の重力概査を行なって

いる箏これらについては後に詳述しよう.金属鉱床

を対象とする調査としては昭和遂2年度に金属鉱物探鉱

促進泰業団1はって実施された下川地域における地震探

査(反射法)と電気探査(謹直法)とがある｡これら

には地質調査所が計画立案および結果の検討に協力参加

している･これらの結果ぽついては現在検討が進めら

れており未花発表の段階ぽはいたっていないので割愛

することとする｡ここでは上記の事情を考えて昔江

山地域の地震探査に焦点をあてて述べることとする.�
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ひ地震探査測線を示した

ものであるがこれらは

昭和32年までに実施され

たものである｡篤2図

には結果の一例として滝

川側線の解析結果を示し

た.このような既存の

物理探査の資料が音江

山地域で行なわれる物理

探査の解釈精度の向上

に大いに寄与するであろ

うことは十分期待できる.

音江山地域は第王図の

地域の北東部に隣接して

おりその北部1西部を

看狩川でその南部は石

狩炭岡北部の空知川で

またその東部は北流する≡

内大部川南流する班渓幌内川でそれぞれ限られた東西

約20km南北約15たmの区域でその中心部に音江山が

存在している.

第3図に示すようにこの地域には音江･イルムケッ

プ両山を構成している第四紀の安山岩質火山岩とその砂

層岩類がほぼ円形状に広範剛こ分布しており鮮新世の

滝川層の分布する山麓部を除き地域の地質構造･第三系･

の分布状況を不明にしている.しかし地域南部の既

開発地区の地質状況や西部で行なわれた物理探査の資料

から見てこのイルムケップ火山岩類の下部に含炭古第

三系である石狩層群カミ伏在していることは十分推測され

る｡すなわち音江山地域は石狩炭田の背骨をなす空

知背斜軸の北方延長上にあり第3図に見られるようぽ

空知川以南においてはこの背斜軸部は白亜系で構成さ

れているがその東両翼部には石狩層鮮が厚く分布して

おり北方にも連続して存在していることが推測される.

また篤簑図に示されているように地域西方の滝川地

区では石狩層灘はか柾ゆ厚く存在しておりこの東方音

江山地蜘こ連続してくることが推察される.数次にわ

たる地驚探査の員的はこの未開発地鋤乙伏在すると考え
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第1表音江1⊥1地域地綴擦査一覧

1爆破点

年度i渕糠名方法
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ll;騨払{蟻

側線長

遥.863km

遂,928

6､婁2⑪

エ0.搬(屈折)

2,300(反射)

_一_｣

られる石狩層灘の分布および地下構造の解明紀ある､

この目的達成のための調査計画立案に当っては良好な

反射波の検出が期待しがたい中央部の熔岩分布地帯を避

けて周辺部の火山弊履岩類および滝川薦分布地猪から

調査を開始し漸次中心部に調査範囲を拡大し,全域に

及ぼすという基本的な考え方に従って潮線の設定がなさ

れている｡

音江山地域で現在までに実施された地震探査は第王表

に表示されておりこれらの潮線は第3図の図申に示慈

れているように設定された､'ただし昭和42年度の実

際の側線は予定測線よりわずかぽ頂に燭転しずれてと

られている.第遂図および第5関はそれぞれ新城南部

潟よび北部測線ぽ対する結果関である,両者の深度断

面を比較するときそれぞれの反射層準の示す構造カミ両

側線できわめてよく類似していることが分る｡すなわ

ち両側線ともに側線東部紀陶斜構造の存在が認められ

その東翼は単斜構造を呈し酉翼で小規模な摺曲構造を

伴いながら漸次頂に地層が上昇する傾向を有している｡

図はは平均速度資料から推定された滝川層基底および石

狩層群基底が示されているが両者の結果はともに石狩

統の層厚かほぼ1章000m内外で地域に分布していること

を示している.これら両側線の結果を総合して示した

のが第6図である.

�

�

蔓

�

唾

昭和4王年度および42年度の成果は未発表であり詳細に

述べることはできないがその大要は次のとおりである.

音測五滴部(芦別北酉)潮線は新城南部測線にほとんど

連続してその西部ぽ設定されている.この側線下では�
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第遥図

石狩炭田北部音町王腕城

新城南部地鍵探査測線(新

城南部測練)深度断固図

(市川)

↓潔5図

石狩巌酬脇暗津山地域新

城北部地綴探査測線(新城

北部劇糠)深度断面顧(平

拠噌藤)

石狩統基底推定部とされる反射層

準は西部に深度をまし側線西端

付近で再び上昇に転じる.なお

側線中央東寄りの部分および西端

部付近に反射層準の不遠続個所が

存在していることが認められこ

こに断層の存在か推定される｡

石狩層緯の層厚は東部推定断穏個

所を境にその西部で増大しほぼ

1,δ00㎜前後と推定される､

�
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昭和姐年劇こ行なわれた新城南棚

北側線に関してはその詳纐な検討が現在なされている段

階であり余り多くをいうことができない.この結果

はすでに行なわれた新城南部および北部測線の結果に重

大な影響をもたらすものとして注目される.すなわち

反射法による地震探査結果のもつ本質的な特質の一つと

して多くの反射繭の相関的考察･対比から得られる反

射層準の地質的不明確さをあげることかで慧る｡これ

は反射法では地下の速度分布を知ることかで意ず数多

くの反射面と地質層序との対比が一般紀は困難なことに

起因している呈したがって地下の速度鰯区分が比較

的明確にで著る場合が多い屈折漆の結果は反射法の結

果解釈の検証および反射層準の地質的意味づけという点

〔A〕〔則

十!!拙妙路

箏込

塊6図新城地区地腰探査総搬幽(平沢･

でも大いに寄与するものといえる.坑井内速度測定資

料も同様の意義を有していることはゆうまでも狂い.

以上に述べた昔江山周辺地域での地震探査の結果火

山砕暦岩で潟おわれた地域下にも石狩層灘がかなりの

層厚をもって存在するらしいことが推定畜れた.コ)

推定を確定化しさらに昔江山地域全蜘こわ流る石狩統

の分布を把握するためには組織的な屈折法による探査

が必要でありこれらの探査結果を総合し地域の基盤

砦分布の煩筒を綱握する淀め紀績箆カ探査を行なうこ

とも必要であ為岳終り紀北海道における各種資源に

関する調査研究の参考鞍料として戦後行溶われ花物理

､,..､探査各法の適用一覧を示す･すでに述

/､証蝋べ花よう紀肩狩平野およびその周辺地域

葦蚤

での地霧探査璽カ探査が圧倒的に多

い.このことは北海道における石狩地

区の箆要性鉱種別にみて燃料資源のも

つ比重を端的に示しているものとして興

蒲隷

蟻瞭深い由

(鍛曹は物鍵探査部涼用地鉄物理課長)

ぴ藤)�
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村表

調盤璃

夢蟹清水没施灘探繊

曹調漆鈎工欄気磁気無鉱

顧奮鉱山驚気探鉱

溝川地区地簾灘鉱

織隻川飢い爾鱒鉱山篭餓艦鉱

盤箆巌鉱地簸擦薮

濱簾鉱山物理雛麓(齢磯悩簸)

蚕締平野簸カ擁鉱

出港鉱出驚録艦鉱

犬薬籍地驚擦鉱

釜看鉱泌驚賃擦鉱

貝東鉱山驚気擬鉱

石狩地匿璽力探査

野幌1勇抵重力探査

野鰹滴閑地震探鉱

幾寮測地匿飽驚擬蜜

轍濠地方鍛瀦潜鉱床電気探壷

曙翻翻力地熱鯛蜜

昭翻翻⊥侭柵ナる地熱の地球物

理化学飾研究

者狩繭部箆カ探査

葵獺稀北面地繊地簸録養

鴻乏舞鰍篶鑑氣擬鐙

塑勧郡物理操薮(驚氣｡磁気)

鯖遼川鉱山電気操盤

看狩巌渕弁別地区地鴛探壷

聯噺1山

須狩巌顕奈丼江地馳艦欝繁鉱

看猪乎簸乾部箆カ雛鉱

山越郡北盤灘鋤城物理探壷

蛇開地隊錨簸綴査

溜禺地隊箆カ繰査

法翻乙馳は地欝擬鐙

察鉾諏速度測遼

寧鉾江地区地欝擦蜜

日商擁崇重力擦壷

滝川地隊重力探査

海上浮遊移動法の研究(地震)

釧路地隊地簸擦蜜

酋乎鋤五魔気振奮

滝川地匿地驚探査

團窟鉱山箆カ探査

燕称鉱泌地麗探査

砦罵鉱山篭気鑑査

釧路乎野地震擦査

員姦妄藷唄双e11Sh◎◎t五皿g

鎧脇布燭迦箆カ擦盤

北海道繭部地蛾空牢放射能探査

倶如安鋤J藤カ探査

噴火湾砂鉄鋼養(磁気)

遺南カｰボン

北蒐地繊エアｰボｰン

噴火湾砂鉄調査

松前郡吉岡町磁気探査

音柾山地裁新城南翻地震探査

簾勇腕減竃カ擬蜜

昔沌お地域新城北部地綴擬蜜

北海道における地質調査所による物理探壷調査研究一覧

鋸蕨

夕張南南方

嵐屍郡広尾販

諸内郡小派材

窪鋤郡滋川村

鍛熊郡七鍛村

窒勧郡豊簸

沙流郡箏数村

'蛯郡賭町

翻鵬郡厳脇郡大楽毛

衛隷郡壮瞭村

沙流郡雫搬村

札幌郡野概

墾勧郡三笠阿

鰭昌郡性呂間村

窪釦郡業頃沸北繭勉嬢

紋別郡敏矧鮒

蜜鋤瓢工脇柳j1部

穐鶴郡セ餓村大字大沼

窒鋤郡三笠蹴字爽碧1j

隻鋤郡奈勢湖び繍禽村

菊狩環野北翻地蛾

凶趨部畏滋部町

爾麓郡燦背等町

溜閏町

蜜釦郡奈丼江町

空釣郡奈諦江町

瀞内町付近

窒細郡滝川阿

顧鰯港蜻撚繭郡吉閥潜

釧脇滴北方

古平郡吉平阿

塑釦郡滝川町

機戸郡鞍十津川将

鎗内糊嫌村

鍛布郡余布蹴

増篭町

鎖鵬沸1濁寒郡鶴騰材

叢畷市

鋤脇市

虻囲郡京極村

釦蝸郡鐙滞村

1五熾郡八繁晦

媛万部町神合

芦別帝

瑚肺

対濠

炭

鉛

鉱

炭

黄

炭

臓ム

油

叢

炭

叢

ク憤一ム

油

滴

油

炭

鍬岬ンガン

地勲

地勲

偲

看漉1ガス

眉炭

看炭

石炭

看洩

石油

土木

眉炭

鉛画醒鉛

看炭

黒鉱

鍋也鉛苗駆鉛

看炭

石炭

石炭

ウ繋ン

金属

砂鉄

ウ多ン

ウラン

砂鉄

土木関係

石炭

須炭

石炭

調査期聞

S.23,7～23.10

S｡溜.7～23.8

警.婁薯｡蔓.§～23.工O,30

s.鑓.玉互,至～灘.王o｡鋤

s,騰.曇,鰯～2嚢｡嚢.雛

§､簸.婁.望婁^}婁5.王至｡5

s｡滋.亙o.繊～滋｡郷

S.26.§.婁聾～2§,王⑪.4

S.26.?.鰯～凄餐､轟,至蔓

S.婁6.8.8～婁養.9.ヱ盆
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